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様式R2-5

石 J-i.u. 
二 暉

論文提出者 I 芦 Jr r H券

書 名 発行所 発行年月日
著

書

論 文 名 発表誌名 発表年月日
学

Monotonous stress-strain properties of structural steel 

術
subjected to non-stationary repetitive pre-loading. 1984年3月

日本材料研究辿合論文梨

論 紐返し荷重に対する構造用鋼材の翡精炭応カーひずみモデル
1986年7月

文
構造工学における数値解析法シンポジウム論文集

On properties of steel members subjected to repetitive 
loading histories 1986年1月

東アジア構造工学会議論文巣

題 名 発表機関 発表年月日

研 中心に正方形開孔を有する正方形板の曲げ応力性状に関する一考察 ；土木学会年講 1980年9U

非弾性域における負荷履歴のあるSM58Q綱材の性買について 土木学会年講 1981年10月

土木学会
一次元波動伝播の数値解析における誤差評価に関する一検討 関東支部年講 ・1982年1月

九ク

降伏点を越える紐り返し負荷を受ける構造JTI鋼の機械的性質について
材料研究連合

講演会 1982年9月

非弾性域における負荷屈歴のあるSM58Q網材の疲労強度について 土木学会年講 1982年10月

発 非弾性域における負荷履歴のある鋼材の性質について（その2) 土木学会年講 1982年10月

延性破壊した鉗材の定屈的な破面解析の方法に関する 2, 3の検討 土木学会年講 1982年10月

3次元空間における有限な回転を生ずる一軸部材の解析のための一反復解法 土木学会年講 1982年10月

表 一次元動的応答問題の数値解析モデルにおける固有振動数誤差の分布特性 土木学会年請 1983年 9月

リニアイメージセンサーを川いた破面写真の定且解析 土木学会年請 1983年9)i 

ひずみ）t板りの非定iit負荷を受ける SM58Q鋼の履歴性状 土木学会年講 1983年 9月

（注）研究歴中、学会誌等に発表されたものは学術論文部門、講演等による発表のものは研究発表部門に区

別して記入すること。



様式R2-5

妍 七}-u.
二 底

論文提出者 I 芦） rr 月癸争

書 名 発行所 発行年月日

著

書

論 文 名 発表誌名 発表年月日

学
多曲面塑性モデルによる銅引張圧稲部材の屈歴応カーひずみ関係の推定 構造工学論文巣 1986年3月

術 紐り返し塑性モデルによる股歴1t11げモーメントー仙率l関係の推定
・1987年7月

論 構造工学における数値解析法シンボジウム論文巣

Modelling cyclic plasticity of structural steels 土木学会論文集 1987年10月
文

日本銅構造協会研究論文梨有限要素法による 1次元動的応答解析における離散化誤差の一検討 1983年7月

題 名 発表機関 発表年月日

研
割り込みリプ,.字継手を有する銅管の疲労性状 土木学会年講 1983年 9月

非弾性域において非定常な紐返し負荷を受ける構造JTl鋼の機械的性質
材料研究連合

1983年 9月
請演会

プクし 負荷股歴を考應した絹材の応カーひずみ関係について
材料研究迎合

1984年 9月講浙会

非弾性域における負荷屈歴を受ける銅材の性質について（その 3)
i..t木学会年講 19~4 年 10月

く多曲而問論による服歴応カーひずみ1関係のモデル化＞

発 裔カポルト引張接合・長締め形式に関する研究 .:.l~•本学会年講 1984年10月

非弾性域における負荷屈歴を受ける絹材の性買について（その 4)
上木学会年講 1985年 9月'く高張力銅材の単藉履歴応カーひずみ関係の追跡＞

表 骨紐構造の幾何的非線形動的応答解析のための一方法と
土木学会年講 1985年 9月

アーチの動的座屈解析への適yn例

高カポルト引張接合•長締め形式に関する研究（その 2) 土木学会年講 1985年 9月

（注）研究歴中、学会誌等に発表されたものは学術論文部門、講演等による発表のものは研究発表部門に区

別して記入すること。
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石 .,-ru. 
五 月

論文提出者 | 耀 JII n券

書 名 発行所 発行年月日
著

書

論 文 名 発表誌名 発表年月日
学

High strength bolt joints subject to cyclic tensile loading 

術
1986年1月

東アジア構造工学会議論文巣

論 有限要素法における離散化誤差の理論的評価手法について
1986年1月

文
構造工学における数値解析法シンポジウム論文巣

有限要素法による補剛パネルの耐荷力評価に関する研究
1986年7月

構造工学における数値解析法シンポジウム論文梨

題 名 発表機関 発表年月日

研
World Congress 

Modeling of cyclic plasticity of structural steels ・on Computat 1onal. 1986年 9月

Mechanics 

網材の引張応カーひずみ特性による履歴応カーひずみ関係の推定 土木学会年講 1986年11月

九グ
動的応答解析における有限要索離散化モデルの固有捩動数誤差の

土木学会年講理論的評価手法 1986年11月

補剛された平面および1jJ1面パネルのせん断耐荷力鮒析 土木学会年講 1986年11月

甜カポル上引張接合・長締め形式に関する研究（その 3) 土木学会年講 1986年11月

発 熱問圧延II型網はりの屈歴llllげモーメントー曲率関係の推定 土木学会年講 1987年 9月

高カポルト引張接合・艮締め形式に関する研究 日本道路会議 1987年 7月

有限要素法による幾何学的非線形動的応答解析の定式化 土木学会年講 1987年 9月

表 高カポルト引張接合・艮締め形式に関する研究（その 4) 土木学会年請 1987年 9月

（注）研究歴中、学会誌等に発表されたものは学術論文部門、講演等による発表のものは研究発表部門に区
別して記入すること。
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石 JJ14. 

二 四

論文提出者 I 聟 J[I n券

書 名 発行所 発行年月日
著

書 ． 

論 文 名 発表誌名 発表年月日
学

骨・紐構造の幾何学的非稼形動的応答解析のための一方法

術
1986年？月

構造工学における数値解折法シンポジウム論文巣

論 I型並列合成桁橋の対傾構部材力の簡易解析手法
1987年7月

構造工学における数値解析法シンポジウム論文巣

文
Nonlinear dynamic analysis of frame structures Computers & Structures 1987年10月

An analysd is of single-plane fan-type cable-stayed bridges Proc. of Int. Conf. _on 
1987年11月subiecte to nonuniform supports settlements Cable-Stayed Bridges 

題 名 発表機関 発表年月日

研

九クセ

発

表

（注）研究歴中、学会誌等に発表されたものは学術論文部門、講演等による発表のものは研究発表部門に区

別して記入すること。



論文集などによる研究発表 皆川勝

[ 1]増田陳紀，西本哲也，西脇威夫，皆川 勝： 有限要素法による 1次元動的応答鮒析に

おける離散化誤差(f)- 検討．日本絹構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究

発表論文集． pp.4"3-48, 1983年 7月．

[2] Hinagawa,H.,Nishiwaki,T. and Hasuda,N.: Honotonous Stress-Strain Properties 

of Structural Steel Subjected to Nonstationary Repetitive Pre-loading, Proc.of 

the 27th Japan Congress on Haterials Hesearch. DD.25-31, Harch 1984. 

国皆川 勝，西脇威夫．増田陳紀，斎藤哲郎：繰返し荷重に対する構造用絹材の高精度

応カ ーひずみモデル， 第9回構造工学における数値解析法シンポジウム論文集． pp.145 

-150, 1985年 7月．

[4] Hinagawa,H.,Nishiwaki,T. and Hasuda,N. :On Properties of Steel Hembers 

Subjected to Repetitive Loading Hislories,Proc. of the 1st East Asian Conference 

on Slructural Engineering & Conslruction. Vol.2. pp. 1165-1175, Bangkok. 

January 1986. 

[5] Nishiwaki,T.,Hasuda,N.,Hinagawa,H. and Suzuki,Y.: High Strength Bolt Joints 

Subject to Cyclic Tensile Loading, Proc. of the 1st East Asian Conference on 

Structural Engineering & Construction, Vol.2, PP. 1219-1230, Bangkok, 

January 1986. 

[6]皆川 勝．西脇威夫． l曽田陳紀： 多曲面塑性モデルによる絹引張圧縮部材の履歴応力

ーひずみ関係の推定．構造工学論文集．Vol.32/1.pp. 193-206, 1986年 3月．



講演会における研究発表 皆川勝

[1] 1曽田陳紀，．皆川 勝，長沢素孝：中心に正方形開孔を有する正方形板の曲げ応力性状

に関する一考察，土木学会第35回年次学術講演会講演概要集， 1-49,pp, 96-97, 1980年 9月

[2]皆川 勝．西脇威夫．贈田陳紀：非弾性域における負荷履歴のあるSH58Q捐材の性質

について．土木学会第36回年次学術講演会講演阻嬰集． 1-117,pp, 233-234, 1981年10月．

[ 3) j普田陳紀．皆川 勝．西木哲也： 一次元波動伝播の数値解析における誤差評価に関す

る一検討．土木学会関東支部第 9回年次研究発表会講演概要集， 1-16, pp, 29-30, 1982年

1月．

[~]西脇威夫，贈田陳紀，皆川 勝：烙伏点を越える繰返し負荷を受ける構造用絹の機械

的性質について，第 26回材料研究連合講演会前刷集， No.123,PP. 113-114, 1982年 9月．

[5]小林正紀．西脇威夫．皆川 勝：非弾性域における負荷履歴のあるSH58Q捐材の疲労

強度について．土木学会第37回年次学術講演会訊演概要集， l-80,pp.159-160,1982年10月

[6]皆川 勝．西脇威夫． J普田陳紀：非弾性域における負荷履歴のある絹材の性質につい

て（その 2)．土木学会第37回年次学術絣演会講演概要集， 1-81,DD. 161-162, 1982年10月

[7]高木勇一，柏原恵一．西脇威夫． J普田陳紀．皆川 勝：延性破壊した絹材の定罰的な

破面紹析の方法に関する 2.3の検討． 土木学会第37回年次学術講演会講演概要集， 1-83,

pp, 165-166, 1982年10月．

[8] J普田陳紀，西脇威夫．皆川 勝．山木英男： 3次元空間における有限な回転を生ずる

一軸部材の解析のための一反復解法， 土木学会第37回年次学術講演会講演概要集， 1-149,

DD. 297-298, 1982年10月．

(9)増田陳紀，西木哲也．皆川 勝： 1次元動的応答問題の数値解析モデルにおける固有

振動数誤差の分布特性． 土木学会第38回年次学術講演会講演概要集， l-34,pp.67-68,1983 

年 9月．

[10]堀江一弘．西脇威夫． J曽田陳紀．皆川 勝：リ ニアイメ ージセンサーを用いた破面写

真の定星解析． 土木学会第38回年次学術講演会講演概要集． 1-135.pp,269-270, 1983年

9月．



[ 11]皆川 勝．西脇威夫．増田陳紀．斎藤哲郎 ： ひすみ片振りの非定常負荷を受ける

SH58Q絹の履歴性状．土木学会第38回年次学術講演会講演概要集． 1-137,pp, 273-274, 

1983年 9月．

(12]山本囚ut．西脇威夫． i普田陳紀．皆川 勝：割込みリプ十字継手を有する絹管の疲労

性状．土木学会第38回年次学術講演会講演概要集． 1-140.pp. 279-280, 1983年 9月．

[13]皆川 勝．西脇威夫．増田陳紀：非弾性域において非定常な繰り返し負荷を受ける構

造用絹の機械的性質．第 27回材料研究連合講演会前刷集． No.220. pp. 152-153, 1983年

9月．

[14]皆川 勝．西脇威夫， l曽田陳紀，斎藤哲郎：負荷履歴を考慮した絹材の応カ ーひずみ

関係について．第 28回材料研究連合講演会前刷集． No.218, DD. 135-136, 1984年 9月．

[15]皆川 勝．西脇威夫． l倍ElJ陳紀．斎藤哲郎：非弾性域における負荷履歴をうける鋼材

の性質について（その3)＜多曲面埋論による履歴応カ ーひずみ関係のモデル化＞．土木

学会第39回年次学術講演会講演概要集． 1-76.pp, 151-152. 1984年10月．

[ 16]堀江一弘．西脇威夫． j普田陳紀．皆川 勝．鈴木康弘：高カポルト引張接合・長締め

形式に関する研究． 土木学会第39回年次学術講演会講演概要集， I-155,pp.309-310,1984年

10月．

[ 17]皆川 勝，西脇威夫，増田陳紀，斎膝哲郎：非弾性域における負荷履歴を受ける錆材

の性質について（その 4) ＜高張力絹材の単釉履歴応カ ーひずみ関係の追跡＞，土木学会

第40回年次学術講演会講演概要集， 1-31,pp,61-62, 1985年 9月．

[ 18]山本英男，西脇威夫， i曽田陳紀，皆川 勝：骨組構造の幾何的非椋形動的応答解析の

ための一方法とアーチの動的座屈招析への適用例，土木学会第40回年次学術講演会講演概

要集， 1-37,pp, 73-74, 1985年 9月．

[ 19]堀江一弘．西脇威夫．増田陳紀．皆川 勝．鈴木康弘：裔カボルト引張接合・長締め

形式に関する研究（その 2)．土木学会第40回年次学術訊演会講演概要集， 1-465,pp.929-

930, 1985年 9月．



昭和 63年5月吉日

皆川氏の学位取得をお祝いする会

出席者芳名縁（肩の数字は卒業年，敬称略）

西脇威夫 増田陳紀

由井洋三 50 田垣 尚54 橋爪哲也 54 村上博昭'， 5 小林正紀 55 雑賀浩規 55 吉富広三 55

長沢素孝 56 染谷保司 註 藤巻羊司 56 正 木建美 56 高木勇 一ら7 田中伸一 S7 堀江一弘 57

丸山 勝 57 山本英男 57 桜沢雅志 58 安藤 潤 58 荻野勝典58 斉藤哲郎 53 1|l西省甘「'(l・

松尾和則 53 相場淳司 59 鈴木 稔 59 早 坂茂紀 59 三浦 聡 S9 人野怜之”小泉勝則 61 

後藤 智 61 佐藤祐 一 61 鈴木 亘61 畠山智行 e;1 黒田充紀 61 鈴木敬二 e2 武井 敬 62

千代 秀 62 鳥山大介 62 岡上 隆 63 小園淳 63 鹿島昭治 63 窪野徹 63 清水史彦 63

高橋誠也 63 吉松 徹6:;: 高橋広幸 63

笙lil幻戸直記桧 本繁f゚様n因‘ユ芍心いダ
叫り吐t¥.＂’

本日ご出席になれず記念品贈呈にご協力下さった方々 （!~ttが)At皿
（肩の数字は卒業年，敬称略）

松井秀 一54 村上和生55 西本哲 也 56 手塚 賢” 斉藤真徳 53 坂本純男 5S 西川武志 59

菅澤浩之 54

松 井秀一 SA

比留間敏貝 56

西本哲也 註

増原稔之 57

田中清志勺

楠部樹 53

西川武志”

街道浩 60

樽拓二 61

（旧姓：関家）

朝倉 功 61 

加藤修且 63 

関口紀隆 ~3

尾内伸二 e1 横田弘 ー'92 関口紀隆 6:l 村上範行63

返信葉書の短信覧等に寄せて下さったメッセージ

（肩の数字は卒業年，敬称略）

おめでとうございます．申し訳ありませんが，都合で出席できません．

おめでとうございます．仕事の都合で出席できないのが残念です．

仕事の都合で当日は出席できませんが皆川さんには是非ともよろしくお

伝え下さい。

皆川さんおめでとうございます．残念ですが，仕事で出席できません．

皆川さんおめでとうございます．出席できないのが残念ですが，これか

らますますのご活躍をお祈り致します．

海外勤務で，今，北京にいます．

休みがとれそうもないので欠席致します．

いま，名古屋の南部ポ務所で慟いており§ビす．

大変申し訳ありませんが出席できません．

皆川先生おめでとうございます．私は，今，旅行会社でシステム関係を

主に，添乗員としてがんばっていますのでよろしくお願いいたします．

学位取得おめでとうございます．都合により出席できませんが，心より

お祝い申し上げます．

茨城県の五霞村というところにいます．進入社貝は 3カ月間有給休暇が

もらえず5/7は出勤です．

昨年は大変お世話になりました．皆川先生によろしくお伝え下さい．

~) 
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